


























































 end-of-life care, nursing student, learning, education, active learning
１　Tomomi NAKAO 千里金蘭大学　看護学部 受理日：2019年９月６日

































































・がん性疼痛看護認定看護師の講演 ： がん患者の終末期ケアについて 講演
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り、将来看護師になった際の行動についてまで考
えることはされているものの、自己の課題を導き
出すことは十分にできていなかった。ただ、課題
を実施する過程において、はじめは自分で学ぶ内
容を設定することに戸惑っていた学生達が、指定
した時間以外でも自主的に学習していたり、グルー
プディスカッションを繰り返していたり、楽しん
で学習している様子もみられた。このような主体
的な学びには、面接を適宜実施し、学生が興味を
持っている内容について学習方法をアドバイスす
る、学びに必要な環境を整える（演習に必要な物
品の準備や演習室の確保など）、個人学習をしてい
る学生にはテーマが類似している学生との共同学
習を促す、といった教員の関わりも影響を与えて
いたのではないかと考える。
Ⅵ．まとめ
　終末期ケアについて探求学習を取り入れた学習
をすることで、学生は、【患者や家族に必要なケア】
や【医療者に必要な心構え】を学ぶと同時に、自
己の体験を振り返り再学習するといったような【学
びの発展】も行っていた。このことから、知識の
獲得だけではなく、知識を活用する力や、倫理観
の獲得、学習意欲の喚起や主体性の促進といった
効果につながっていたと考える。
Ⅶ．本研究の限界と今後の課題
　本調査は、レポート課題の内容から学生の学び
を抽出した後、集約し分析をしているため、個々
の学生がどのように学んでいったのかについては
明らかになっていない。今後の調査においては、
個々の学びを丁寧に聴き取り、今回示したカテゴ
リーがどのように関連しているのかについて検討
することで、さらなる終末期ケアへの教授法の検
討が期待できる。
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